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	P1
	NOBEL
	2025
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	認定NPO法人﻿ノーベル　2025年度活動報告書
	VISION
	MISSION
	すべての家庭に、子育てレンジャーを！
	VALUE

	当事者と共に創り、前進し続けます



	P2-P7
	代表メッセージ／まるサポ
	MESSAGE
	「子育てこそ、みんなで。」新ビジョンとともに、家族をまるごと支える挑戦へ。
	2009年、「子どもを産んでも当たり前に働ける社会に」というビジョンを掲げノーベルを立ち上げました。その後、16年間ひたすら訪問型病児保育の現場を積み重ねてきました。しかし、時代の変化とともに、子育て支援の枠を超えた「家族全体の支援」の必要性を痛感しています。 そこで2025年度、私たちはビジョンを「子育てこそ、みんなで。」へと進化させ、子育て家庭の暮らしをオールインワンでサポートする新事業「まるサポ」を正式にリリースしました。病児保育一本で走ってきたノーベルにとって、2事業を並走する大きな転換の年となりました。
	右も左もわからない個人の勝手なミッションから始まった活動が、こうして新たな一歩を踏み出せたのは、16年間私 たちを信じ、支え続けてくださった数多くの皆さまの応援があったからです。心より深く感謝申し上げます。 これか らも現場の声に耳を傾け、新ビジョンの実現に向けて邁進してまいります。
	認定NPO法人ノーベル　代表理事　長谷 亜希　

	子育て家庭の暮らし全体をオールインワンでサポートする 「まるサポ®」2025年10月1日 正式スタート
	家庭の状況整理から、暮らしがまわる仕組みづくり、生活まわりのサポートまで子育て家庭の暮らし全体をオールインワンでサポートする 「まるサポ」。1年半のモニター期間を経て、2025年10月1日に正式スタートいたしました。事前申込み期間から順調に入会希望家庭が増え、サポート家庭数は半年間で累計58家庭に。相談内容も多岐にわたり「暮らしのサポート」のご利用も想定以上に増えています。行政からの問い合わせや専門機関との連携もあり、「子育てこそ、みんなで。」の実践が少しずつ広がり始めています。

	「頼りたくても、頼れない」をなくしたい。
	日本では6割以上の人が「子どもを産み育てやすい国ではない」と感じています（内閣府‧令和2年度調査）。制度やサービスをいくら充実させても「何をどこに頼めばいいかわからない」「何に困っているのかすら整理できない」。そして、日々の生活がまわらない、夫婦関係もギクシャク、産後うつ、不登校といった相談が後を絶ちません。まるサポは、そんな孤立する家庭に寄り添います。「暮らしの仕組みづくり」と「暮らしのサポート」で家庭ごとのリアルに向き合い、一緒に解決策を考えサポートまで入ることで、少しずつ家庭が変化していくことを実感しています。
	頼れない理由
	ひとつではない、家庭ごとの「頼れなさ」

	まるサポの支援体制
	ガイドとケアスタッフがチームで支える

	ご利用家庭
	ガイド
	ケアスタッフ
	NHK「おはよう関西」（2025年12月8日放映）にて「まるサポ」が紹介されました。 「認知‧行動経済学を活用　AI使った子育て支援」
	ANNUAL REPORT 2025
	日本初


	科学的根拠に基づく、その家庭に合わせた支援。AI活用で、分析・提案力・再現性を高める。
	行動経済学や心理学等をもとに、大阪大学発ベンチャー CoBe-Tech社と共同開発したアセスメントツールで、ご家庭の特徴‧傾向11タイプ×特性７タイプ×計画性７タイプに分析。ガイドは、アセスメント結果や面談内容をAIでさらに解析しサポート方法を提案‧プランニングします。個人の経験や勘だけに頼らず、誰が担当しても科学的根拠に基づく質の高い支援を、より多くの家庭に届けることが可能になりました。
	科学的根拠に基づく、その家庭に合わせた支援
	②AI支援システム
	家庭の特性を自動分析

	支援仮説や声かけをAIが提案
	誰でも一定水準の支援計画
	①家庭環境アセスメント
	心の余裕度
	家事育児の偏り・夫婦のズレ
	計画力

	USER CASES
	なにひとつ同じ困り事はない。
	それぞれの家庭に寄り添うからこそ、 少しずつ着実に"変化"が。
	CASE 03
	「相談してみたらなんとかなった」から、すこしずつ時間が動きだす

	CASE 01
	就学先が決まらなかった不安が、 放課後デイ契約と"家訓"誕生へ

	CASE 04
	産前からの不安やパンク状態が、 初めて安心して誰かに頼れた

	CASE 02
	「第2子は無理」と諦めていた妻に 余白が生まれ、産んでみようと思えた

	CASE 05
	子ども2人が不登校‧不登園、 母にひとり時間ができ子どもに向き合える


	現場を深く知るスタッフが、 チームで知恵を出し合う。
	訪問型病児保育で培った現場目線が、まるサポの土台です。子どもの様子、親御さんの言葉の奥にある気持ち、家庭のリアルな状況「今」を丁寧に汲み取り、自ら考えて動けるスタッフが担います。各家庭には複数のスタッフでチームを組み、あらゆる角度から状況をとらえながら知恵を出し合うことで、その家庭に合ったサポートのアイデアや選択肢が広がっていきます。

	まるサポの広がり（2025年10月〜2026年3月）
	いつでも頼れるという安心感を、  一件でも多くのご家庭に
	「誰が来ても安心できる」 積み重ねてきた信頼
	会員満足度


	98%
	増え続けるニーズに、当日朝 予約でも駆けつける
	3,510件
	165件
	エリア拡大と新たな行政連携で、もっと利用しやすく
	病児保育お預かり件数
	新規入会者数
	保育前に記入する「保護者からの連絡票」をWEB入力に移行しました。これは以前より会員様からのご要望が多く、移行後は準備の負担が減ったとのお声をいただいています。保育スタッフにとっては、事前にお子さまの症状などを詳しく把握した上で訪問できるようになりました。互いの負担を減らしながら、より安心‧安全な保育につなげる改善を日々行っています。
	ANNUAL REPORT 2025


	職種や役割の垣根を越えて、  互いを信頼し、ともに創る組織へ
	担い手の学び‧つながり創出
	組織全体でAI導入が加速 現場の知恵が詰まった対話をすぐに集約し実践へ
	保育中の気づき、うまくいった関わり方、ヒヤリとした瞬間など、スタッフ同士は日々の「スカッと委員会」や研修、バッジ活動を通じて学び合っています。そこで話された内容や学びをAIで集約し、社内SNSでその日のうちに組織全体へ共有。共有された知恵やノウハウは独自のAIシステム『ノーベル先輩』に蓄積され、誰もが最新かつ最適な情報を保育現場でいつでも引き出すことができます。ノーベルらしい質の高い保育と組織の財産となっています。
	挑戦を後押しするバッジ制度がさらに充実
	この仕事や組織の魅力に惹かれて 仲間がもう一度集まってくる
	家庭を中心としたよりよいサポートを ２事業が連携しやすい仕組みづくり
	組織づくり
	「誇りをもって働くとは？」  世界が注目する自主経営組織 ビュートゾルフ へ
	2026年2月、ノーベルは「近畿四国ソーシャルインパクトファンド」への出資を決定しました。認定NPO法人が出資型インパクトファンドに参画するのは国内初※の挑戦です。事業活動で積み重ねた資産の一部を活用し、これまで「支援を届ける担い手」として活動してきたノーベルが、志を同じくする仲間や地域社会へ知見と資産をつなぐ新しい一歩です。 一つの団体の力だけでは生み出せる変化には限りがあります。ファンドを通じて自分たちだけでは届けられなかった領域にも変化をもたらし、地域を越えて「子育てこそ、みんなで。」の輪を広げていきます。

	支援の担い手から、 支援を応援する側にも


	「子育てこそ、みんなで。」の輪を、 もっと多くの人と広げていきたい
	ご支援いただく方々とつながり、絆を深めていくことができました。ノーベルがめざす未来に思いを寄せ、応援してくださる輪は着実に広がっています。その力は事業をさらに前に推し進め、子育て家庭に届いています。
	2025年度　寄付総額


	30,344,102 円
	みんなで病児保育支援を、どの親子にも。 「ドノ親子ニモ応援団」プロジェクト
	ドノ親子ニモ応援団 病児保育マンスリーサポーター（継続寄付）
	継続寄付者

	144
	法人寄付
	サポート法人一覧（50音順）
	ご寄付による病児保育サポート実績
	累計サポート者数
	2025年度 新規サポート者数
	2025年度 お預かり件数
	ひとり親家庭
	スペシャルニーズっ子家庭

	118
	497
	28 名
	6 名
	142
	194
	サポートを受けた会員様からのお声
	ひとり親家庭　Kさん
	スペシャルニーズっ子家庭　Wさん

	ノーベルの活動全体にご支援いただいた寄付と活動実績
	2025年度　単発寄付金額


	24,167,102 円
	個人（のべ）
	113
	法人
	まるサポ活動実績（25年4月〜26年3月）
	面談数
	暮らしのサポート件数

	531
	ご寄付‧助成により実現した主な取り組み
	まるサポ事業開発と組織基盤づくり
	頼れる社会と家族支援モデルの構築
	次世代に想いを託す、遺贈寄付
	電気代が、子育て支援につながる
	2025年度の活動トピックス
	活動報告会
	オレンジウォーク

	「子育てこそ、みんなで。」を、一緒に広げませんか？
	ご寄付‧ご支援はこちら





	P8
	2025年度 会計報告
	2025年度貸借対照表
	2025年度活動計算書
	科　目
	　資産の部
	1.流動資産 現金預金 売掛金 投資有価証券
	前払費用 未収入金 仮払金
	流動資産合計2.固定資産
	（1）有形固定資産 （2）無形固定資産 （3）投資その他の資産
	固定資産合計

	資産合計
	　負債の部
	1.流動負債 未払金 未払費用 未払法人税等
	未払消費税等 前受金 預り金
	流動負債合計

	負債合計
	　正味財産の部
	前期繰越正味財産当期正味財産増減額

	正味財産合計 負債及び正味財産合計
	金額（単位：円）
	科　目
	金額（単位：円）
	　経常収益
	60,156,359 14,582,865 59,959,368

	1.受取寄付金受取寄付金
	2.受取助成金等
	受取民間助成金
	30,344,102
	33,902,425
	1,360,357 3,131,119 49,869
	33,414 0 2,500,000
	139,239,937
	2,533,414 141,773,351

	3.事業収益
	保育事業収益
	保育（ドノ親子ニモ支援） 事業収益
	子育て家庭のまるごとサポート 事業収益
	4.その他収益
	受取利息 有価証券利息為替差益 雑収益
	133,032,340 2,053,509
	2,294,107
	152,324 2,932,179 4,035,585 3,894,738


	経常収益計
	13,679,307 1,447,914 70,000
	81,200 398,606 1,595,254
	17,272,281 17,272,281
	　経常費用
	1.事業費
	（1）人件費 （2）その他経費
	2.管理費
	（1）人件費 （2）その他経費

	経常費用計
	当期経常増減額
	149,469,365 52,293,433
	17,041,977 5,506,357
	136,346,949 △11,845,879 124,501,070 141,773,351
	　経常外費用
	為替差損雑損失

	経常外費用計 税引前当期正味財産増減額法人税、住民税及び事業税当期正味財産増減額
	69,312 13,420

	前期繰越正味財産額 次期繰越正味財産額
	30,344,102
	33,902,425
	137,379,956
	11,014,826
	212,641,309
	201,762,798
	22,548,334

	224,311,132
	△11,669,823

	82,732
	△11,752,555 93,324 △11,845,879
	136,346,949 124,501,070


	使途等が制約された寄付等の内訳
	使途等が制約された寄付等の内訳は以下の通りです。 当法人の正味財産は124,501,070円であり、下記に掲げるもの以外はすべて使途の制約されていない正味財産です。
	（単位：円）
	内　容
	期首残高
	当期増加額
	当期減少額
	期末残高
	備考
	ROOT IMPACT
	CHANEL財団
	クラウドファンディング
	合　計
	0 0 2,840,960 2,840,960
	424,900 33,144,525 0 33,569,425
	424,900 33,144,525 2,840,960 36,410,385
	0 0 0 0



	2021〜2025年度の推移（売上/当期純利益/正味財産）
	年度 2021 2022 2023 2024 2025
	売上
	212,524,268 142,203,499 149,554,452 209,996,237 212,641,309

	当期純利益
	82,073,138 △11,122,483 △32,523,456 △3,573,548 △11,845,879

	正味財産
	183,710,578 172,517,889 139,994,433 136,346,949 124,501,070
	売上
	当期純利益

	顧問税理士 矢部先生からのコメント
	2025年度決算は、受取寄付金の減少により売上高は前期を下回りましたが、本業収益は着実な伸びを示しています。人件費の増加は事業拡大に伴う先行投資と捉えれば、むしろ成長の証といえるでしょう。資産運用は2年目を迎え、まるサポサービスの立ち上げをはじめ、新領域への挑戦を続けていらっしゃいます。経済環境の不透明感が増す中にあっても、時代の変化を敏感に捉え、柔軟かつ力強く前進される貴法人の今後の発展を期待しています。
	顧問税理士／税理士法人ゆびすい京都支店　支店長　矢部恭章先生





